
平成26年度

学校評価　集計結果とまとめ　総括

 この「総括」は、学校評価に答えていただいた全ての協議委員、保護者、教

職員の回答を項目ごとにまとめ、平均値をチャート化して表したものです。 

 詳しくは、別配の「平成26年度 学校評価 集計結果とまとめ」をご覧くだ

さい。 



※回答１・２(プラス評価)の平均を基に、
　5:90%以上、4:80%以上、3:60～80%、2:40～60％、1:40%以下
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11．総括  鹿本学園が開校し、実際に動

き始める中で、解決すべき課題

も見えてきました。ですがこの

総括からは、この1年間の実践

を通し、魅力ある学園づくりを

行おうという思いを御理解いた

だいたうえで、今後のさらなる

充実に期待する、という暖かい

眼差しを感じることができまし

た。 

 この集計結果とまとめは、多

くの皆さんが、細かい評価項目

に真剣に臨み、答えていただい

た結果です。教職員一同、これ

を真摯に受け止め、一丸となっ

て、より一層の教育の充実に邁

進して参ります。ありがとうご

ざいました。  

 学校公開やＰＴＡバザーへの地域の関心の高さと、日常

生活における廊下での挨拶等によるＳＮの交流について、

高評価をいただきました。特別プログラムの内容について

は学びの虹等を通し、御紹介するようにします。 

 教職員の個人端末の利用等による伝達事項や業務の効

率化が図られた半面、組織や、ICTシステム上の課題も見

えてきました。この反省を活かし、さらなる業務分担の

整理や個人端末の整備に努めます。 

 Ｓ部門学校介護職員は導入初年度ということもあり、導

入前の状況と比較した結果が出ています。他の外部専門家

による支援と合わせ、より効率的な進め方など、授業に活

かすシステムづくりを整備していきます。  

 通知表がわかりやすくなった、授業ガイドはねらいがわ

かって良かったという意見の他、授業ガイドを記入するこ

とで指導内容を確認することができた、という意見もあり

ました。さらに、わかりやすくまとめるよう努めます。  

 本の展示方法を工夫した魅力ある図書室づくりについて

は、高評価をいただきました。教育用iPadも増えたので、

さらなる活用の拡大と充実を図ります。 

 防災ずきんからヘルメットに変更したいという御意見が

ありました。ＳＮの特性や年齢に合わせ、適切な対応がで

きるよう、より良い方向を検討していきます。また、全校

での確認を行い、万一の事故等の再発防止にも努めます。 

 アレルギー対応や医療的ケア体制を含む、安心できる保

健・緊急対応システムの確立に努めるとともに、安全でお

いしい給食を提供することができるよう、栄養士はじめ調

理員、教職員とで連携を図っていきます。 

 ホームページの掲載内容についての御意見を多数いただ

きました。学校生活の様子を折に触れて載せられるよう、

努力していきます。また、校内販売についても、多様な就

労機関が販売できるように努めます。  

 オープンライブラリーや学校設備の美化については、お

おむね、好意的な評価をいただきました。引き続き、整備

と充実に努めていきます。執務環境の整備については、で

きる限り働きやすい環境作りに取り組んでいきます。 

 児童・生徒が、鹿本学園で学んで良かったと誇りをもて

る学校となるよう、指導力の向上や地域活動への支援者と

しての参加に努めていきます。 


